
団
結
旗
開
き
は
、
吾
郷

書
記
長
の
司
会
で
始
ま
り
、

地
方
本
部
を
代
表
し
て
倉

下
委
員
長
よ
り
「
年
明
け

に
聞
い
た
話
だ
が
、
あ
る

職
場
で
労
働
環
境
を
不
服

と
し
て
集
団
で
離
職
を
さ

れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
た
。
労
働
組
合

も
な
い
職
場
と
い
う
事
だ

が
、
不
満
や
憤
り
が
そ
う

い
う
形
で
出
た
の
だ
と
思

う
。
一
見
静
か
に
見
え
て

も
、
色
々
な
思
い
を
も
っ

て
働
い
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
り
、
そ
れ
を
拾
い
上

げ
運
動
に
し
て
行
く
事
が

労
働
組
合
の
使
命
だ
と
感

じ
た
。
ま
た
、
本
日
の
料

理
の
買
い
出
し
に
行
く
と
、

大
根
一
本
が
３
９
８
円
で

驚
い
た
。
家
計
を
預
か
る

人
は
、
本
当
に
切
実
だ
と

感
じ
た
。
年
が
明
け
る
と

２
５
春
闘
も
始
ま
る
。
物

価
高
に
負
け
な
い
賃
上
げ

を
目
指
し
て
、
職
場
・
地

域
の
仲
間
と
全
力
で
奮
闘

し
よ
う
。
昨
年
に
引
き
続

き
、
今
年
も
選
挙
が
目
白

押
し
だ
。
４
月
の
出
雲
市

議
選
で
は
『
三
島
よ
し
の

り
』
氏
を
、
伯
耆
町
議
選

で
は
『
大
森
英
一
』
氏
、

そ
し
て
７
月
の
参
議
院
選

挙
で
は
、
私
鉄
労
組
出
身

の
『
も
り
や
た
か
し
』
氏

の
推
薦
を
決
定
し
て
い
る
。

各
候
補
の
当
選
に
向
け
取

り
組
み
の
強
化
を
お
願
い

す
る
。
今
年
は
、
組
織
の

再
編
も
行
う
。
組
織
が
縮

小
し
て
い
く
事
は
寂
し
い

が
、
現
実
を
見
据
え
て
よ

り
活
動
し
や
す
い
体
制
に

し
て
行
く
決
意
だ
」
と
挨

拶
を
受
け
、
続
い
て
来
賓

の
皆
様
よ
り
心
温
ま
る
激

励
を
頂
き
ま
し
た
。

乾
杯
・
歓
談
に
続
き
、

「
渡
邉
透
と
ゆ
か
い
な
仲

間
た
ち
」
＆
高
橋
弁
護
士

に
よ
る
演
奏
が
始
ま
り
、

「
が
ん
ば
ろ
う
」
な
ど
の

労
働
歌
と
昭
和
の
名
曲
の

ヒ
ッ
ト
メ
ド
レ
ー
で
盛
り

上
が
り
、
ラ
ス
ト
は
全
員

で
「
国
鉄
労
働
組
合
の
歌
」

を
合
唱
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
鳥
取
県
支
部

山
田
委
員
長
・
島
根
県
支

部
藤
江
委
員
長
よ
り
力
強

い
決
意
表
明
を
受
け
、
最

後
に
倉
下
委
員
長
の
音
頭

で
「
団
結
頑
張
ろ
う
」
を

三
唱
し
散
会
し
ま
し
た
。

２０２５年 １月２５日 国鉄労働組合米子地方本部機関紙 第１０号

こくろうよなご
第１０号

つくろう職場に労働運動を！ ひろげよう闘いを 職場に、地域に、全国に！

団
結
旗
開
き
で
奮
闘
を
誓
う
！

物
価
高
で
家
計
は
火
の
車
！
！

１
月
７
日
、
地
方
本
部
事
務
所
に
て
「
２
０
２
５
年

新
春
団
結
旗
開
き
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

政
党
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
皆
様
と
共
に
、
２
０

２
５
年
が
働
く
者
に
と
っ
て
、
よ
り
良
い
職
場
・
社
会

と
な
る
よ
う
全
力
で
奮
闘
し
て
い
く
決
意
を
固
め
合
っ

て
き
ま
し
た
。

「
島
根
原
発
２
号
機
運

転
差
止
仮
処
分
」
と
は
、

２
０
２
３
年
３
月
に
、
島

根
県
と
鳥
取
県
の
住
民
４

人
が
広
島
高
等
裁
判
所
松

江
支
部
に
、
島
根
原
発
２

号
機
の
運
転
差
し
止
め
を

求
め
て
申
し
立
て
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０

２
４
年
５
月
に
は
、
仮
処

分
の
申
立
て
を
退
け
る
決

定
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
講

演
で
は
、
仮
処
分
裁
判
で
、

争
点
に
な
っ
た
い
く
つ
か

の
点
に
つ
い
て
、
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
は
、
地
震
の

大
き
さ
に
つ
い
て
、
非
常

に
低
く
想
定
を
さ
れ
て
い

る
と
い
う
事
で
す
。
例
え

ば
、
震
源
と
な
る
宍
道
断

層
の
長
さ
も
、
建
設
当
時

は
「
存
在
し
な
い
」
と
さ

れ
、
そ
の
後
、
「
８
キ
ロ
」

に
訂
正
さ
れ
、
現
在
は

「
３
２
キ
ロ
」
と
な
っ
て

お
り
、
「
成
長
す
る
活
断

層
」
な
ど
と
揶
揄
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

二
つ
に
は
、
三
瓶
山
の

噴
火
に
よ
る
降
灰
の
想
定

に
つ
い
て
も
過
小
評
価
が

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

現
に
原
発
周
辺
に
は
、

１
０
０
ｃ
ｍ
の
降
灰
の
あ

る
地
層
が
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
中
国
電
力
側
の
噴

火
規
模
の
想
定
は
５
０
ｃ

ｍ
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

想
定
以
上
の
降
灰
が
有
れ

ば
冷
却
機
能
が
喪
失
し
、

フ
ク
シ
マ
原
発
事
故
の
二

の
舞
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

三
つ
目
に
は
、
島
根
原

発
は
全
国
で
唯
一
県
庁
所

在
地
に
あ
り
、
１
０
キ
ロ

圏
内
に
は
島
根
県
・
松
江

市
の
中
枢
施
設
が
あ
り
、

３
０
キ
ロ
圏
内
に
４
５
万

人
が
暮
ら
し
て
お
り
、
い

ざ
と
い
う
時
の
避
難
に
は
、

相
当
な
困
難
が
生
じ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

故
に
「
救
命
ボ
ー
ト
を

備
え
て
い
な
い
船
舶
の
航

行
を
認
め
る
よ
う
な
も
の
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
の
裁
判

所
の
不
当
な
判
決
の
背
景

に
つ
い
て
、
「
政
権
が
意

図
的
に
作
り
上
げ
て
き
た

『
新
安
全
神
話
』
が
あ
り
、

原
発
の
利
権
に
群
が
る

『
原
子
力
ム
ラ
』
が
あ
る
」

と
言
わ
れ
、
引
き
続
き

「
反
原
発
」
に
取
り
組
む

決
意
が
述
べ
ら
れ
、
講
演

を
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
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憲
民
主
党
島
根
県
連
合

亀
井
亜
紀
子
氏
秘
書

桑
本

耕
平

様

こ
く
み
ん
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
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西
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橋
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事
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高
橋

敬
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様

鉄
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職
者
の
会

国
尾

順
一

様

国
労
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員
団

植
田

好
雄

様

国
労
西
日
本
本
部

波
見

健
一

様

「
新
春
団
結
旗
開
き
」
に
先
だ
ち
、
恒
例
の
「
新
春

学
習
会
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
１
２
月
７
日
、
「
島
根
原
発
２
号
機
」
が
再
稼

働
す
る
と
い
う
状
況
の
中
、
「
島
根
原
発
２
号
機
運
転

差
止
仮
処
分
」
の
申
立
人
で
も
あ
る
「
後
藤

譲
」
氏

か
ら
、
仮
処
分
裁
判
か
ら
見
え
た
「
原
子
力
ム
ラ
」
の

現
状
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

御
来
賓
の
皆
様

救
命
ボ
ー
ト
な
い
ま
ま
航
行
！


